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石
頭

の
思

想

-
馬
祖
と
の
対
比
に
お
い
て
ー

川

口

豊
旦

司

は
じ
め
に

長
慶
中

(八
一
=

1
八
二
四
)
国
士
博
士
劉
輌
が
撰
し
た
石
頭
の
碑
に

　

「国
源
而
異
派
故
禅
法
之
盛
始
於
二
師
。
劉
輌
云
、
江
西
主
大
寂
。
湖
南
主
石
頭
。
往
来
憧
憧
不
見
二
大
士
、
為

無
知
　
。
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
、
時
代
的
に
か
な
り
下

っ
て
か
ら

の
石
頭

(七
〇
〇
1
七
九
〇
)
と
馬
祖

(七
〇
九
-
七
八
八
)
に
対
す
る
讃
辞
で
あ
る
。

石
頭
は
曹
洞
宗
の
、
馬
祖
は
臨
済
宗
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
達
摩
や
恵
能
に
つ
い
て
の
研
究
に
比
べ
て
、
そ
の
業
績
ほ
ど
に
は
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
特

に
石
頭
に
関
し
て
は
、

山
居
修
行
を
主
と
し
、
言
語
を
遠
ざ
け
、

一
般
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た
生
活
か
ら
は
、
文
献
的
資
料
に
乏
し
く
研
究

の
障
害
に
な

っ
て
い

る

こ
と
も
原
因
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。

中
国
禅
仏
教
が
イ
ン
ド
の
翻
訳
仏
教
か
ら
脱
皮
し
、
中
国
の
地
に
根
ざ
し
た
革
新
的
な
禅
仏
教
を
展
開
し
た
石
頭
と
馬
祖
に
つ
い
て
、

現
存
の
資
料
を
通
し
て
、
石
頭

の
思
想
を
馬
祖
と
の
対
比
に
お
い
て
、
両
者

の
思
想
的
異
同
を
究
明
し
よ
う
と
す

る
の
が
本
論
の
ね
ら
い

で
あ
る
。
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一
、
石
頭
の
思
想
的
北且
凧

1
僧
肇

の
聖
人
観

『祖
堂
集
』
石
頭
章
に

「因
読
肇
公
淫
藥
無
名
論
云
、
覧
万
象
以
成
己
者
其
唯
聖
人
乎
。
乃
嘆
目
、
聖
人
無
己
靡
所
不
己
。
法
身
無
量
、
誰
云
自
他
。
円
鏡
虚
、

竪
於
其
間
、
万
象
体
玄
而
自
現
。
境
智
真

】
、
敦
為
去
来
。
至
哉
、
斯
語
也
尚
。
」

と
あ
る
。

石
頭
は
、
僧
肇

(三
入
四
-
四

一
四
)
の
影
響
を
う
け

て
、
こ
の

一
段
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
僧
肇

は
、
そ
の
師
鳩
摩
羅

什

(三
四
四
-
四

=
二
)
を
師
と
仰
ぎ
、
イ
ン
ド
文
献

の
翻
訳
と
共
に
、
老
荘
思
想

の
影
響
も
う
け
、
仏
教
の
中
国
化

へ
の
道
を
開
い
た

と
い
わ
れ
る
。

老
子

(生
没
年
不
詳
)

の

「無
名
天
地
之
始
」
(無
を
天
地
に
先
だ

つ
も
の
と
し
、
無
が
天
地
即
ち
有
を
生
ず
る
と
い
う
考
え
、
「無
名
」
は
道
を
指
し
、
そ
の

「無

名
」
が
天
地
の
始
め
で
あ
り
、
万
物
の
母
と
考
え
る
。)
に
影
響
を
う
け

さ
ら
に
、

「玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
」
は
、

石
頭
の

「万
象
体
玄
自
現
」
に
表
現
さ
れ
、

荘
子

(生
没
年
不
詳
)

の

「至
人
無
己
」

「聖
人
無
名
」
「道
通
為

一
」

と

い

っ
た
言
葉
も
、
石
頭
の
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「聖
人
無
己
」

「境
智
真

一
」

と

い
っ
た
表
現
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
僧
肇
か
ら
石
頭

へ
と
い
う
よ
り
、
唐
中
期
以
後

の
禅
宗
の
中
国
化
に
老
荘

の
思
想
的
影
響
が
あ
る

こ
と
を
先
ず
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

僧
肇
の

『浬
藥
無
名
論
』

通
古
第
十
七
ゆ
、
「無
名
、
夫
至
人
空
洞
無
象
。
而
万
物
無
非
我
造
。
会
万
象
以
成

己
者
㍉
其
聖
人
乎
。
何

則
、
非
理
不
聖
、
非
聖
不
理
。
理
而
為
聖
者
、
聖
不
異
理
也
。」

(道
を
極
め
た
人
は
、
心
に
何
の
と
ら
わ
れ
も
な
く
、
決
ま

っ
た
形
を

取
る
こ
と
も
な
い
。
万
物
が
我
と
同
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
我
が
万
物
と
出
会

っ
て
、
万
物
を
同
化
さ
せ
て

一
体
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
聖
人
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
物
事
の
道
理
を
悟
る
の
で
な
け
れ
ば
聖
人
で
は
な
く
、
聖
人
で
な
け
れ

ば
、
物
事

の
道
理
を
悟
る
と
こ
も
な
い
。
道
理
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
聖
人
も
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
聖
人
と
道

理
と
は
、
何
ら
異
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
)

さ
ら
に
、
『
浬
契
無
名
論
』
を
引
用
す
る
と
、

「以
知
浬
葉
之
道
、
存
平
妙
契
、
妙
契
之
致
。
本
乎
異

一
。
然
則
物
不
異
我
。
我
不
異
物
。
物
我
玄
会
帰
平
無
極
」
(浬
葉
の
道
は
、
絶

妙
に
調
和
す
る
こ
と
に
あ
り
、
絶
妙
に
調
和
す
る
こ
と
の
極
致
は
、
期
せ
ず
し
て

一
つ
に
な
る
こ
と
に
こ
そ
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か

る
。
だ
か
ら
、
万
物
は
我
と
異
な
ら
な
い
し
、
我
は
万
物
と
異
な
ら
な
い
。
万
物
と
我
と
が
玄
妙
に
合
致
し

て
、
無
限
の
世
界
に
行
き

つ
く
の
で
あ
る
。
)

　

さ
ら
に
、
『
浬
藥
無
名
論
』

妙
存
第
七
に
、

「天
地
與
我
同
根
、
万
物
與
我

一
体
」

と
い
っ
た
僧
肇
の
思
想
が
、
最
初
に
示
し
た
石
頭
の
言
葉
の
原
型
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2

僧
肇
の
体
用
相
即
思
想

　

平
井
俊
榮
教
授
は
、
僧
肇
の
思
想
を
体
用
相
即
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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『肇
論

物
不
遷
論
』
ゆ

「尋
夫
不
動
之
作
、
豊
釈
動
以
求
静
、
必
求
静
於
諸
動
、
故
動
錐
而
常
静
、
不
釈
動
以
求
静
故
錐
静
而
不
離
動
、
然
則
動
静
未
始
異
。
」

(さ

て
、
不
動
の
作
を
尋
ね
る
と
、
動
を
解
く
に
は
静
を
求
め
、
か
な
ら
ず
静
を
求
め
ば
全
て
動
く
、
だ
か
ら
、
動
と
い

っ
て
も
、
常

に
静

で
あ
る
。
動
を
解
ら
ず
に
静
を
求
め
ば
、
静
と
い
っ
て
も
、
動
を
離
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
動
も
静
も
同
じ
で
あ
る
。)

動
が
変
動
の
現
象
面
と
す
れ
ば
、
静
は
不
動
の
本
体
面
を
示
す
と
考
え
る
、
体
用
相
即
の
思
想
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
『般
若
無
知
論
』
に
は
、

「用
即
寂
、
寂
即
用
、
用
寂
体

一
、
同
出
而
異
名
更
無
無
用
之
寂
而
主
於
用
也
。
」
(用
は
即
ち
寂
で
あ
る
。
寂
は
即
ち
用
で
あ
る
。
用

寂

の
体
は

一
で
あ
る
。
出
は
同
じ
で
、
し
か
も
名
は
異
な
る
。
更
に
、
用
の
無
い
寂
で
、
用
の
主
体
な
ど
と
い
う

も
の
は
な

い
。)

こ
の
よ
う
な
相
即
観
の
根
底
に
は
、
三
論

の
二
諦
説
が
あ
る
。

「有
無
は
、
名
称
は
異
な
る
が
、
そ
の
致
る
は

一
で
あ
る
。」

と

い
う
体
用
相
即
の
論
理
が
、
石
頭

の
語
録
に
も
類
似
し
た
形
で
み
ら
れ
る
。

例

え
ば
、
石
頭
の
上
堂

で
、

「
心
仏
衆
生
、
菩
提
煩
悩
、
名
異
体

一
」

と

い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

さ

ら
に

『参
同
契
』
に
お
い
て

そ

の
表
題
の

「参
」
は
、
も
と
も
と
ば
ら
ば
ら
な
る
様
を
表
わ
し
、
差
別
の
世
界
を
、

「同
」
は
平
等
の
世
界
を
表
わ
し
、
「契
」
は
ま

と
め
る
こ
と
を
意
味
し
、
差
別
の
現
実
世
界
と
平
等
の
客
観
世
界
を
統

一
的
に
把
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
『参
同
契
』

の
中
心
的
思
想
と
さ
れ
る

「回
互
不
回
互
」
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
、

「回
互
」
は
、
二
つ
以
上
の
も
の
が
入
り
交

っ
て
関
係
し
、
相
依
相
存
の
形
を

い
い
、
「不
回
互
」
は
独
立
自
存
を

示
す
。
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そ
し
て
、
両
者
は
個
々
別
々
の
関
係
で
な
く
、
回
互
の
中
に
不
回
互
を
含
み
、
不
回
互
の
中
に
回
互
を
含
ん
で
、

一
つ
の
統

一
体
と
み

る
所
に
体
用
相
即
に
類
し
た
思
想
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

僧
肇
の
思
想
は
、
吉
蔵

(五
四
九
-

六
二
三
)
に
継
承
さ
れ
、
般
若
真
空
の
思
想
と
仏
性
妙
有

の
思
想
の
統
合
を
目
指
し
、
無
所
得
と

い
う
実
践
修
道
の
場
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。

一
方
、
「絶
観

の
般
若
」
を
強
調
し
、
般
若
波
羅
密
の
認
識
か
ら
実
践

へ
の
道
を
目
指
し
た
の
が
、
後
代
の
禅
宗

の
人
々
で
あ
る
。

3

『絶
観
論
』
と
石
頭
と
の
関
係

牛
頭
法
融

(五
九
四
-
六
五
七
)
も
吉
蔵
の
流
れ
を
汲
む

一
人
で
、
『絶
観
論
』
は
、
達
摩
の
宗
旨
を
宣
明
し
た
初
期
禅
宗
の
代
表
的
な

著
作
で
あ
る
。

　

柳
田
聖
山
教
授
が

『絶
観
論
』
と
石
頭
の

『参
同
契
』
に
関
連
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

牛
頭
法
融
は
、
弘
忍

(六
〇
ニ
ー
六
七
五
)
か
ら
出
た
恵
能

(六
三
八
-
七

=
二
)
の
南
宗
、
神
秀

(?
1
七
〇
六
)

の
北
宗
の
分
派

と

し
て
牛
頭
宗
を
た

て
た
。

牛
頭
禅
は
、
南
宗

の
般
若
主
義
を
深
化
さ
せ
て
自
派
の
独
立
を
は
か

っ
た
。

神
秀
と
恵
能
に
よ
る
偶
で
、
恵
能
の

「本
来
無

一
物
」
の
立
場
は
、
『絶
観
論
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
『参
同
契
』
の

「竺

士

大
遷
心
、
東
西
密
に
相
い
付
す
。
人
根
に
利
鈍
有
り
、
道
に
南
北
の
祖
無
し
」
は
、
石
頭
が
南
北
二
宗

の
外
に
あ
る
こ
と
、

一
切
観
行

を
絶
す
る
点
で
、
『絶
観
論
』
や
達
摩
の

『無
心
論
』
の
発
想
と
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『参
同
契
』
が

「声
に
執
す
る
は
元
よ
り
是
れ
迷
、
理
に
契
う
も
亦
た
悟
に
非
ず
」
と
い
う
の
は
、
混
絶
無
寄
の
意

で
あ
り
、
「万

物
を
会
し
て
、
己
と
な
す
は
、
唯
だ
聖
人
か
。」
と
い
う
僧
肇

の
言
葉
は
、
三
論
宗
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
牛
頭
宗
と
石
頭
は
、
般
若
思
想

に
お
い
て
土
ハ通
す
る
も
の
で
あ
り
、
宗
密

(七
八
〇
1
八
四

一
)
も
そ
の
点
で
、
石
頭
を
牛
頭
宗
の
中

へ
含
め
て
い
る
と
、
柳
田
聖
山
教

授

は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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『
祖
堂
集
』
石
頭
章
に

「
大
顛
問
、
古
人
道
、
道
有
道
無
二
誘
。
請
師
除
。
師
日
、
正
無

一
物
、
除
介
什
麿
、
師
索
大
顛
日
、
併
却
唖
喉

唇
吻
速
道
将
来
、
対

目
、
無
這
介
。

師

日
、
若
與
慶
則
祢
得
入
門
也
。」

仏
性
は
、
有
と
も
無
と
も
分
別
の
世
界
か
ら
は
把
え
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
分
別
の
世
界
を
超
え
た

所

「無

一
物
」

の
境

地
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
石
頭
と

『絶
観
論
』
と
の
関
連

の

一
例
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
鈴
木
大
拙
先
生
は
、
石
頭
と
馬
祖
に
関
し
て
、
両
者
は
、
思
想
的
に
は
大
差
は
な

い
が
、
石
頭

の

『参
同
契
』
に
お
け
る

「回

互
不

回
互
」
と
馬
祖
の

「平
常
心
是
道
」
を
相
違
点
と
し
て
取
り
あ
げ
、
前
者
は
、
矛
盾
的
自
己
同

一
、
後
者
を
日
常
実
践
の
強
調
と
指

　

摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
石
頭
と
僧
肇
と
の
思
想
的
影
響
か
ら
石
頭
の
般
若
思
想

へ
の
接
近
の
概
要
を
禅
学
の
先
達
か
ら
の
引
用
に
よ

っ
て
示
し
た
。

石
頭
の
般
若
思
想

へ
の
接
近
は
、
如
何
な
る
過
程
を
経
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
疑
問
の
残
る
問
題
で
あ
る
。

恵
能
の
も
と
で
剃
髪
し
、
間
も
な
く
恵
能
が
示
寂
し
、
羅
浮
山
で
具
戒
す
る
ま
で
の
約
十
五
年
間
は
空
白
と
な

っ
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
『伝
灯
録
』
で
は
、
示
寂
後
、
青
原
行
思

(?
1
七
四
〇
)
の
所

へ
行

っ
た
よ
う
に
表
記
さ
れ

て
い
る
が
、
石
頭
が

『
浬
藥

無
名
論
』
と
出
会

っ
た
歴
史
的
推
移
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。

『
宋
高
僧
伝
』
は
、

「こ
れ
よ
り
羅
浮
山
に
上
下
し
、
三
峡

の
間
を
往
来
す
。
」
と
あ
る
。

三
峡
に
つ
い
て
は
、
曹
渓
周
辺
の
連
州
江
の
三
峡
か
、
長
江

の
嬰
塘
峡
、
巫
峡
、
西
陵
峡

の
三
峡
か
、
疑
問
の
残
る
所
で
あ
る
が
、
当

時
、

三
峡
と
い
え
ば
、
長
江
の
三
峡
が
有
名
で
あ
り
、
唐
代
の
詩
人
杜
甫
も
七
六
六
年
、
嬰
塘
峡

の
近
く
に
居
を
構
え

「秋
興
」
と
題
し

　

て
三
峡
の
風
物
を
描
写
し
て
い
る
。
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羅
浮
山
か
ら
北
、
長
江
の
南
部
は
江
南
地
方
で
あ
り
、
後
年
、
石
頭
の
活
動

の
中
心
で
あ

っ
た
南
岳
や
湖
南
地
方
も
含
ま
れ
る
。

鳩
摩
羅
什
門
下
の
道
生

(三
五
五
-
四
三
四
)
が
江
南
に
三
論
学
の
基
礎
を
築

い
た
所
で
あ
り
、
僧
肇
や
吉
蔵

の
影
響
も
受
け
や
す

い

状
況
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
南
岳
は
古
来

の
霊
場
で
あ
り
、
多
く
の
頭
陀
行
者
や
高
僧
が
穴
居
し
た
り
、
寺
陵
を
構
え
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境

の
中

で
、
『浬
藥
無
名
論
』
に
触
れ
た
り
し
て
、
力
量
を
蓄
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。

二

禅

の
直
系
護
持

へ
の
徹
底

達
摩

(?
1
天
平
中
五
三
四
～
七
)
恵
能
経
由
の
直
系
と
し
て
、
石
頭
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
、
ど

の
資
料
に
も
み
ら
れ
る

が
、
特
に

『伝
灯
録
』
と

『祖
堂
集
』
に
そ
の
傾
向
が
よ
く
み
ら
れ
る
。

　

『祖
堂
集
』
達
摩
章
の
那
連
耶
舎
の
予
言
、
石
頭
部
分
に

「三
蔵
又
識
日
説
小
阿
曽
小

〈希
字
是
也
〉
言
流
又
不
流

〈遷
字
是
也
〉
草
除
其
首

〈石
頭
無
草
〉
三
四
継
門
修
」

と
あ
る
。

「達
摩
の
あ
と
、
誰
か
後
を
継
げ
る
人
が
い
る
の
か
。
」
と

万
天
諮
が
仏
駄
践
多
羅
の
弟
子
那
連
耶
舎
に
き
い
て
、
那
連
耶
舎
、
次
々
と
禅
宗

の
法
系
上
の
人
物
の
名
を
予
言
し
て
い
く
。
石
頭
も

そ

の

一
人
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

石
頭
の
具
戒
は
、
羅
浮
山
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
、
三
祖
僧
環

(?
1
六
〇
六
)
の
終
焉
の
地
と
さ
れ
、
ま
た
、
「誰
か
汝
を
縛
る
」

の
文
は
、
僧
礫
が
道
信
に
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
文
は
、
南
岳
懐
譲
が
侍
者
に

「如
何
是
解
脱
」
と
石
頭
に
問
わ
し
め
た
と
き
、
石

頭
が

「阿
誰
縛
汝
。」
と
答
え
た
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
石
頭
と
三
祖
僧
螺
と
の
関
連
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

石
頭
と
青
原
行
思

(?
ー
七
四
〇
)
と
の
出
会

い
の
き

っ
か
け
と
し
て

「尋
思
去
」
即
ち
青
原
行
思
を
尋
ね
よ
と
い
う
意
味
か
ら
、
石
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頭
と
青
原
と
の
関
連
づ
け
が
み
ら
れ
る
。

『
祖
堂
集
』
に
恵
能
と
の
関
連
す
る
語
と
し
て
、
「時
六
祖
正
揚
眞
教
。
師
世
業
隣
接
新
州
。
遂
往
礼
観
。
六
祖

一
見
析
然
再
三
撫
頂
而

謂
之
目
、
子
当
紹
吾
眞
法
　
。
與
之
量
齪
、
勧
令
出
家
。
於
是
落
髪
離
俗
。」

石
頭
の
生
地
端
州
高
要
と
六
祖
の
生
地
新
州
が
接
近
し
、
六
祖
を
尋
ね
る
と
、
六
祖

の
歓
迎
を
う
け
、
弟
子
と
な
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
。

ま
た

『祖
堂
集
』
に

「於
山
舎
仮
寝
。
如
夢
見
吾
身
六
祖
同
乗

一
亀
。
遊
泳
深
池
之
内
。
覚
而
詳
日
、
亀
是
霊
智
也
。
池
性
海
也
。
吾

與
師
同
乗
霊
智
遊
性

海
久
　
。
」

と
あ
り
、
夢

の
中
で
、
六
祖
と
石
頭
が
亀
に
乗

っ
て
、
性
海
を
行
く
と
い
う
内
容
か
ら
も
両
者

の
つ
な
が
り
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
石
頭
上
堂
に

①

「師

一
日
上
堂
、
吾
之
法
門
先
仏
伝
授
」

こ
れ
は
、
青
原
行
思
和
尚
が
遷
化
に
際
し
、
石
頭
に
法
を
付
嘱
し
た
と
き
の
言
葉
で

「吾
之
法
門
、
先
聖
展
転
逓
相
嘱
授
、
莫
令
断
絶
。
」

と
あ
る
。

石
頭
門
下
に
は
、
達
摩
か
ら
恵
能

へ
の
直
系
意
識
が
強
調
さ
れ
、
伝
統

の
断
絶
を
防
ぐ
意
識
が
強

い
。

丹
霞
天
然

の
上
堂
に
、

「切
に
須
ら
く
保
護
す
べ
し
。」

と

の
語
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
語
は
、
潮
州
大
顛

(七
三
三
i
八
二
四
)、
道
吾
円
智

(七
六
九
-

八
三
五
)
に
も

み
ら
れ
る
。

馬
祖
の
上
堂
に
は
、

「各
信
自
心
是
仏
」
が
最
初
に
提
出
さ
れ
、
続
い
て

「達
摩
大
師
従
南
天
竺
国
来
至
中
華
伝
上
乗

一
心
之
法
令
汝
等
開
悟
」
と
な

っ
て
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お

り
、
「莫
令
断
絶
」
と
い
っ
た
言
葉
は
見
当
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
「吾
が
言
を
記
す
る
莫
れ
」
と
い

っ
た
り
、

「僧
問
、
和
尚
為
甚
麿
説
即
心
即
仏
。
祖

日
、
為
止
小
児
哺
、
目
暗
止
時
如
何
、
祖
日
、
非
心
非
仏
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
断
絶
よ
り
む
し
ろ
、
教
条
化
を
恐
れ
て
、
師
の
語
を
継
承
す
る
こ
と
を
き
ら
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

三
、
石
頭
と
馬
祖
の
思
想
的
類
似
点

　

宇
井
伯
壽
先
生
は
、
『禅
宗
史
研
究
』
の
中
で

青
原
ー
石
頭
、
及
び
南
岳
-
馬
祖
、
此
四
人
を
通
覧
す
る
と

「此
心
即
仏
」
、
「
一
切
従
心
生
」
、
「迷
悟
不
二
」
、
「凡
聖

一
如
」
、
「解
脱
浬
藥
不
可
得
」
、
と
い

っ
た
点
で
類
似

点
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
語
録
の
細
部
に

つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
石
頭
の
上
堂
を
手
が
が
り
に
、
馬
祖
と
の
類
似
的
部
分
を
示
し
て
い
き
た
い
。

②

不
論
禅
定
精
進

『梵
網
経
』
ゆ

二

切
衆
生
戒
本
源
自
性
清
浄
」

と
あ
り
、
自
性
清
浄

で
あ
れ
ば
、
禅
定
精
進
を
論
ぜ
ず
と
い
う
恵
能
の
無
相
戒

の
思
想
を
ひ
く
。

馬
祖
も
、

　

「道
不
用
修
但
莫
汚
染
」

と
あ
り
、
石
頭
と
同
様
で
あ
る
。

③

仏
之
知
見
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『法
華
経
方
便
品
第
二
章
法
華
文
句
四
、
法
華
玄
義
九
』
に
み
ら
れ
る
が
、

六
祖
恵
能
は
、
弟
子
法
達
に
次

の
よ
う
に
い
う
。

二

大
事
即
仏
知
見
也
。
汝
慎
勿
錯
解
経
意
見
也
道
開
始
悟
入
、
自
是
仏
之
知
見
、
我
輩
無
分
、
若
作
此
解
乃
是
諦
経
殿
他
也
。
彼
既

　

是
仏
。
己
具
知
見
何
用
更
聞
。
汝
今
当
信
、
仏
知
見
者
只
汝
自
心
更
無
別
体
。

仏
知
見
と
は
、
ま
の
あ
た
り
に
諸
法
実
相
の
理
を
了
知
し
、
照
見
す
る
仏
の
智
恵

の
こ
と
で
あ
る
が
、
法
達
が

『法
華
経
』
を
諦
じ
て

も
、
心
が
す

っ
き
り
し
な
い
の
で
、
恵
能
に
教
え
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
恵
能
は
、
「お
前
は
、
教
え
に
通
達
し
て
い
る
が
、
心
は
通
達
し
て

い
な

い
」
と
い
い
、
さ
ら
に
、
「自
ら
の
心
地
に
於
て
、
仏
知
見
を
開
け
」
と
さ
と
し
た
。

馬
祖
は
、
示
衆
で
、

　

「榜
伽
経
以
仏
語
心
為
宗
、
無
門
為
法
門
」

と

い
っ
て
、
榜
伽
経
を
も
ち
出
し
て
い
る
。

仏

語
心
は
、
直
接

『榜
伽
経
』
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
『宗
鏡
録
』
巻

一
に
は
、

「仏
語
心
と
は
、
即
心
即
仏
に
し
て
、
今
の
語
即
ち
心

の
語
な
る
な
り
。」

と
解

説
し
、
石
頭
の
仏
之
知
見
と
類
似
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

④

即
心
即
仏

そ

の
ま
ま
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
既
に

『観
無
量
寿
経
』
、
宝
誌

『大
衆
讃
』
、
伝
大
士

『心
銘
』
、
牛
頭
慧
忠

『宗
鏡
録
』
第
八
十
七
、
『曹
渓
大
師
伝
』
、
『伝
灯
録
』
、
法
海
司
空
山
本
浄
、
馬
祖
に
も
見
ら
れ
る
。

『祖
堂
集
』
恵
可
章
に
も
、
僧
環
が

「何
が
仏
で
あ
り
、
法
で
あ
る
か
」
の
問
に
対
し
て
、

是
心
是
仏
、
是
心
是
法
と
あ
る
。

『榜
伽
師
資
記
』
道
信
章
に
は
、
『無
量
寿
経
』
を
引
用
し
て
、
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諸
仏
法
身
入

一
切
衆
生
心
想
、
是
心
是
仏
、
是
心
作
仏
。
当
知
仏
即
是
心
、
心
外
更
無
別
仏

荷
沢
神
会

(六
七
〇
i
七
六
二
)
『壇
話
』
に
も
魏
郡
乾
光
法
師
問

何
者
是
仏
心
、
何
者
是
衆
生
心
、
答
日
、
衆
生
心
即
是
仏
、
仏
心

即
是
衆
生
心
と
あ
る
。

祖
師
達
摩
以
降
、

「即
心
即
仏
」
の
思
想
は
代

々
の
師
に
よ

っ
て
引
き
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

時
代
の
変
遷
に
よ

っ
て
、
そ
の
解
釈
に
微
妙
な
差
が
み
ら
れ
る
が
、
石
頭

・
馬
祖

の
そ
れ
は
、
実
生
活
に
結
び

つ
き
、
特
に
馬
祖
に
つ

い
て
は
、
そ
の
代
名
詞
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

⑤

心
仏
衆
生
、
菩
提
煩
悩
、
名
異
体

一

分
別
の
世
界
で
は
、
心
や
仏
や
衆
生
、
菩
提
と
煩
悩
と

い
う
よ
う
に
名
を
異
に
し
て
い
る
が
、
真
実
の
世
界
に
お
い
て
は
同
じ
も
の
で

あ
る
。

僧
肇
の

「天
地
同
根
万
物

一
体
」
の
思
想
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

馬
祖
は
、

　

「色
身
仏
是
実
相
仏
家
用
」

実
相
仏
を
体
と
し
、
色
身
仏
を
用
と
し
、
般
若
思
想
に
ふ
れ

て
お
り
、
石
頭
ほ
ど
徹
底
し
て
い
な
い
が
共
通
し
た
面
が
み
ら
れ
る
。

⑥

自
己
の
心
霊

自
分
の
心
の
霊
妙
な
は
た
ら
き
と
解
さ
れ
る
。

『榜
厳
経
』
巻

一

「阿
難
、
汝
も
亦
是
の
如
く
、
汝
が
心
霊
は

一
切
を
明
了
す
。
若
し
汝
が
現
前
に
心
を
明
了
す
。
若
し
、
汝
が
現
前

に
心
を
明
了
せ
ら
る
れ
ば
、
宝
は
身
内
に
在
り
。」
に
よ
る
。

⑦

(心
霊
の
)
体
は
、
離
断
常
、

(心
霊
の
)
性
は
非
垢
浄

断
常
は
、
断
見
と
常
見
の
二
見
で
、
断
見
は
有
限
で
、
常
見
は
無
限
を
意
味
す
る
。
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そ

の
二
見
を
離
れ
た
も
の
が
心
霊
の
体
で
あ
る
。

心
霊
の
性
は
、
垢
で
も
浄
で
も
な
く
、
両
者
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
。

馬
祖
に
も
、

　

「何
謂
平
常
心
。
無
造
作
、
無
是
非
、
無
取
捨
、
無
断
常
、
無
凡
無
聖
」

と
あ
り
、
平
常
心
に
つ
い
て
は
、
考
え
方
の
相
違
は
み
ら
れ
る
が
、
無
断
常
、
無
凡
無
聖
に
つ
い
て
は
共
通
し
た

も
の
が
み
ら
れ
る
。

⑧

湛
然
円
満
凡
聖
斉
同

応
用
無
方
離
心
意
識
、
二
見
を
超
越
し
た
心
霊
は
、
水
を
満
々
と
た
た
え
て
静
ま
り
か
え

っ
た
よ
う
で
あ
り
、

凡
聖
と

い
う
差
別
の
層
も
な
く
、
そ
の
は
た
ら
き
は
、
自
由
自
在
で
あ
る
。

⑨

三
界
六
道
唯
自
心
現

尽
十
方
世
界
も
、
六
道
世
界
も
み
な
心
よ
り
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

馬
祖
も
、

「故
三
界
唯
心
、
森
羅
万
象
、

一
法
之
所
印
」

　

と
あ
る
。

⑩

水
月
鏡
像
豊
有
生
滅

水
に
月
が
う

つ
り
、
鏡
に
像
が
現
れ
る
よ
う
に
、
万
物
は
水
月
を
離
れ
な
。
し
か
し
、
水
や
鏡
に
月
や
像
が
映

っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、

そ

の
像
が
水
鏡
の
中
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
像
が
消
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
水
鏡
が
生
滅
し
た

の
で
も
な

い
。

水
鏡
の
唯
心
は
生
じ
も
し
な
け
れ
ば
、
滅
ぼ
し
も
し
な

い
不
生
不
滅

の
世
界
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に

「心
霊

の
体
」
を
観
ず
れ
ば
、
自
在

の
境
に
遊
び
、
二
見
を
円
満
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

石
頭
の
中
心
思
想
が
、
僧
肇
の
体
用
相
即
の
思
想
を
背
景
、
六
祖
恵
能
、
荷
沢
神
会

の
思
想
に
支
え
ら
れ
て
、
上
堂
が
な
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
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馬
祖
の
上
堂
と
比
べ
る
と
、
大
し
た
違
い
は
見
ら
れ
な
い
が
ね
石
頭
の
上
堂
は
、
簡
潔
、
明
瞭
で
、
深
み
の
あ

る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
馬
祖

の
上
堂
は
、
多
く
の
教
典
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
種

々
の
思
想
を
交
じ
え
、
対
機
説
法
的
性
格
を
も

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

山
居
修
行
が
中
心
の
石
頭
に
と

っ
て
、
上
堂
が
果
た
し
て
実
在
し
た
の
か
疑
問
に
残
る
が
、
石
頭
及
び
そ
の
弟

子
た
ち
の
中
心
思
想
と

し

て
把
え
ら
れ
る
。

四

不
会
仏
法

①

「僧
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
、
師
日
、
問
取
露
柱
去
。
僧
目
、
不
会
、
師
日
、
我
更
不
会
。」

(僧
が
き
い
た
。
祖
師
が
西
か
ら
や

っ

て
こ
ら
れ
た
そ
の
意
味
は
、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
い
わ
れ
た
。
露
柱
に
聞
い
て
み
よ
。
僧
は
、
わ

か
り
ま
せ
ん
と
い
っ
た
。

師
は
、
い
わ
れ
た
。
私
の
方
が
も

っ
と
わ
か
ら
な

い
。」
)

②

「問

如
何
是
禅
、
師
日
、
緑
甑
。
又
問
、
如
何
是
道
、
師
目
、
木
頭
。」

(誰
か
が
き
い
た
。
「禅
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
」
師
は
、
い
わ
れ
た
。

「殊
甑
。
」
又
き

い
た
。
「道
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。
」
師
は
、
い
わ
れ
た
。
「木
頭
。
」

考
察禅

と
は
何
か
と
き
か
れ
、
「緑
甑
」
と
答
え
、
道
に
対
し
て
、
「木
頭
」
と
答
え
た
。
先
の
露
柱
と
同
じ
よ
う
に
、
生
活
に
は
直
接
役
に

立
た
な

い
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

「西
来
意
」
で
あ
り
、
「禅
」
で
あ
り

「道
」

で
あ
る
。

分
別

の
世
界
で
は
、

「不
会
」
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
題
材
で
あ
る
。

露
柱
に
し
ろ
、
様
甑
や
木
頭
は
、
人
間
の
価
値
判
断
か
ら
す
る
と
、
役
に
立
た
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
客
観
的

存
在
と
し
て
、
立
派
に

位
置
を
占
め
て
い
る
。

森
羅
万
象

の
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な

い

一
物
で
も
あ
る
。
人
間
の
知
識
を
超
え
た
所

の

一
物
で
も
あ
る
。
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有

の
立
場
か
ら
無

の
世
界
を
見
つ
め
、
有
無
を
超
え
た
あ
る
物
が

「西
来
意
」
で
あ
り
、

「禅
」
で
あ
り
、
「道
」

で
あ
る
。
知
に
把
ら

わ
れ
な
い
心
意
識
の
転
換
を
ね
ら

っ
た
問
答
と
い
え
る
。

ま
た
、
石
頭
は
、
相
手
の
答
え
方
を
み
て
、
そ
の
力
量
を
試
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

石
頭
の

「更
に
不
会
」
は
、
相
手
の
答
え
方
が
、
単
純
で
、
初
歩
的
で
あ
り
、
機
根
が
劣

っ
て
い
る
と
み
え
る
と
、
門
前
払
い
の
意
味

を
込
め
た

「不
会
」
で
も
あ
る
。

「五
洩
霊
黙
和
尚
、
謁
師
先
自
約
日
、
若

一
言
相
契
我
即
住
。
不
然
便
去
。
師
知
是
法
器
、
即
垂
開
示
。
黙
不
領
其
旨
。
告
辞
而
去
、

至
門
師
呼
之
日
、
閣
梨
。
黙
廻
顧
師
日
。
従
生
至
老
只
是
遮
箇
漢
、
更
莫
別
求
。
黙
言
下
大
悟
、
乃
踏
折
柱
杖
棲

止
焉
。」

(五
洩
霊
黙

和
尚
が
、
師
に
お
会
い
し
て
、
自
分
か
ら
い
っ
た
。
「も
し
、
和
尚
の

一
言
が
私
の
心
に
ひ
び
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
居
住
し
ま
す
。

も
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
立
ち
去
り
ま
す
。」
と

い
っ
た
。

石
頭
は
、
こ
れ
は
法
器
な
り
と
認
め
て
、

つ
ぶ
さ
に
禅

の
意
旨
を
説
か
れ
た
。
霊
黙
は
、
そ
の
意
旨
が
理
解
で
き
ず
、
挨
拶
を
し
て

立
ち
去
ろ
う
と
し
た
。
石
頭
は
、
門

の
所
で
霊
黙
を
呼
び
と
め
た
。
「閣
梨
」
と
呼
ば
れ
て
、
思
わ
ず
振
り
返

っ
た
。
そ
の
時
、
石
頭
は
、

「生
か
ら
老
ま
で
、
あ
り
の
ま
ま
の
お
前
、
別
れ
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。」
そ
う
い
わ
れ
て
、
霊
黙
は
直
ち
に
大
悟
し
た
。
そ
し
て
、

行
脚
を
止
め
て
石
頭
に

つ
か
え
た
。)

こ
れ
は
、
石
頭
が
、
霊
黙
の
器
量
を
認
め
て
、
入
門
さ
せ
よ
う
と
し
た

一
例
で
あ
る
。

一
個
半
個
の
人
物
を
大
切
に
し
、
反
対
に
、
器
量
の
劣
る
と
認
め
た
も
の
に
は
、
「不
会
」
と
い
っ
て
門
前
払
い
を
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
。そ

れ
に
対
し
て
、
馬
祖
は
、

　

「馬
祖
臥
疾
、
閉
門
不
出
。
有
僧
云
、
遠
遠
投
師
乞
師

一
接
、
師
云
、
伸
手
来
。
僧
伸
手
於
窓
内
入
。
師
於
手
心

以

一
稲
。」

馬
祖
が
病
気
で
外

へ
出
ら
れ
な

い
と
き
、
あ
る
僧
が
遠
路
は
る
ば
る
馬
祖

の
所

へ
や

っ
て
き
た
。
そ
ん
な
と
き
で
さ
え
、
僧
の
手
を
つ
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ま
ん

で
や

っ
た
。

と

い
う
逸
話
が
あ
る
。

石
頭
の
閉
鎖
性
と
馬
祖

の
開
放
性
と
い

っ
た
性
格
的
な
相
違
と
も
み
ら
れ
る
。

③

「時
門
人
道
悟
問
、
曹
渓
意
旨
誰
人
得
、
師
目
、
会
仏
法
人
得
。
日
、
師
還
得
否
、
師
日
、
不
得
。
目
為
甚
塵

不
得
。
師
日
、
我
不
会

仏
法
。
」
(あ
る
日
、
道
吾
は
、
石
頭
に
向

っ
て
、
「曹
渓
の
意
旨
を
誰
が
得
た
の
か
。」
と
き
い
た
。
す
る
と
、
石
頭
は
、
「仏
法
を
悟

っ

た
人
が
得

て
い
る
。
」
と
答
え
た
。
道
悟
は
、
「師
は
曹
渓

の
意
旨
を
得
た
の
か
ど
う
か
。」
と
き
い
た
。
石
頭
は
、
「得
て
い
な
い
。
」
と

答
え
た
。
道
悟
は
、
「ど
う
し
て
得
な

い
の
か
。
」
と
き
い
た
。
石
頭
は
、
「私
は
仏
法
を
得

て
い
な
い
。
」
と
答

え
た
。

道

悟
が
曹
渓

の
意
旨
に
つ
い
て
、
石
頭
に
き

い
た
と
き
、

「仏
法
を
悟

っ
た
人
が
得

て
い
る
。」
と
答
え
た
。

道

悟
が
さ
ら
に
、
石
頭
に
仏
法
を
得
た
か
ど
う
か
を
き
い
た
と
き
、
石
頭
は
、
「得
ず
」
と
答
え
て
い
る
。

心
霊
の
体
を
得
た
石
頭
に
と

っ
て
、
「得
る
」
と
い
う
場
所
に
は
住
著
し
て
い
ら
れ
な

い
。
自
己
自
身
が
繋
縛
さ

れ
る
と
、
真
実

の
自
己

を
見
失
う
危
険
が
あ
る
。

無

住
の
立
場
か
ら

「不
得
」
と
答
え
た
と
思
わ
れ
る
。

「我
仏
法
を
会
せ
ず
」
と
は
、
真
実
の
自
己
を
体
得
し
て
い
る
も
の
に
と

っ
て
は
、
法
身
と
同
様
で
あ
り
、
仏
法

を
超
え
た
存
在

で
あ

り
、

「我
仏
法
を
会
せ
ず
」
と
は
、
「我
に
法
律
は
い
ら
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
次
元
の
高

い
階
段
を
示
し

て
い
る
。

不
会
仏
法
に
つ
い
て
、
三
つ
の
事
例
を
示
し
た
が
不
会
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
意
味
が
あ
る
。

初

歩
的
に
は
、
単
純
に
わ
か
ら
な
い
。
合
点
が

い
か
な
い
。
会
得
で
き
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

さ

ら
に
、
会
を
徹
底
す
る
と
、
絶
対
的
な
会
と
は
実
現
が
困
難
で
あ
り
、
不
会
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ

る
。

ま
た
、
会
得
と
同
意

の
不
会
も
あ
る
。
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仏
法
を
知
的
理
解
に
留
ま
る
不
会
も
あ
り
、
行
為

の
上
か
ら
み
た
不
会
も
あ
る
。
ま
た
両
者
を
ふ
ま
え
て
の
不
会
も
あ
る
。

最
後
に
、
仏
法
を
全
身
心
に
体
得
し
て
い
て
、
会
不
会
の
両
辺
を
超
越
し
て
い
る
不
会
も
あ
る
。

、

石
頭
の
場
合
は
、
こ
の
段
階
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
個
半
個

の
個
性
を
育
成
す
る
た
め
に
、
不
会
仏
法
を
展
開
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。不

会
と
同
じ
よ
う
に
不
識
が
あ
る
。

こ
れ
も
、
段
階
的
に
、
単
純
に
識
ら
な
い
場
合
、
分
別
の
は
た
ら
き
を
も

っ
て
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
識
を
超
え
た
段
階

の
不
識
も

あ
る
。

　

不
識

の
原
型
は
、
『祖
堂
集
』
達
摩
章
に

「帝
日
対
朕
者
誰

摩
云
不
識
」

か
ら

の
発
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

石
頭
に
対
し
て
、
馬
祖
に
は
、
不
会
、
不
識
の
言
葉
は
、
あ
ま
り
見
当
ら
な

い
。

　

「不
会
之
心
即
仏
性
」

と
ま

で
い
い
き
る
ほ
ど
で
あ
り
、
相
手
を
包
み
込
む
態
度
が
み
ら
れ
る
。

　

『
祖
堂
集
』
達
摩
章

の

「請
和
尚
安
心
、
師
日
将
心
来
与
汝
安
心
進
目
覚
心
了
不
可
得
、
師
日
覚
得
豊
是
汝
心
与
汝
安
心
寛
達
摩
語
恵
可

日
、
為
汝
安
心
寛
汝

今

見
不
恵
可
言
下
大
悟
。」

こ
れ
は
、
有
名
な

「達
摩
安
心
」

の

一
説
で
あ
る
が
、
恵
可
の
安
心
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
求
め
に
対
し
て
、
達
摩
は
、
そ
の
心
を
出

し
な
さ

い
と
い
う
。

そ
れ
は
、
不
会
の
心
そ
の
ま
ま
が
仏
性
と
い
う
馬
祖
の
言
葉
と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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三
論
宗

の
教
説
は
、
破
邪
顕
正
、
真
俗

二
諦
、
八
不
中
道
の
三
科
に
も
と
つ
い
て
主
張
さ
れ
る
の
で
、
否
定
的

な
言
葉
が
多
く
み
ら
れ

る
。例

え
ば
、
不
会
、
不
得
、
不
識
と
い

っ
た
よ
う
に
石
頭
の
言
葉
の
主
体
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

馬
祖
は
、
不
会
の
心
、
安
心
で
き
な

い
心
を
そ
の
ま
ま
提
出
さ
せ
る
肯
定
的
な
言
説
が
多
く
み
ら
れ
る
。

そ
こ
に
、
石
頭
と
馬
祖
と
の
相
異
的
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

五

見
聞
覚
知
、
揚
眉
動
目
に
つ
い
て

師
「師
問
大
顛
、
那
箇
是
汝
心
。
顛
日
、
言
語
者
是
。
便
被
喝
出
、
経
旬
日
顛
却
問
日
、
前
者
既
不
是
、
除
此
外
何
者
是
心
、
師
日
、
除

却
揚
眉
動
目
将
心
来
、
顛
日
、
無
心
可
将
来
、
師
日
、
元
来
有
心
何
言
無
心
、
無
心
尽
同
諦
、
顛
言
下
大
悟
。

異
日
侍
立
次
、
師
問
日
、
汝
是
参
禅
僧
、
是
州
県
白
陽
僧
、
顛
日
、
是
参
禅
僧
、
師
日
、
何
者
是
禅
。
顛
日
、
揚
眉
動
目
、
師
日
、

除
却
揚
眉
動
目
外
、
将
爾
本
来
面
目
呈
。
看
、
顛
日
、
請
和
尚
除
揚
眉
動
目
外
豊
某
甲
、
師
日
、
我
除
意
、
顛

日
、
将
呈
和
尚
了
也
。

師
日
、
汝
既
将
呈
我
心
如
何
、
顛
日
、
不
異
和
尚
、
師
日
、
不
関
汝
事
、
顛
日
、
本
来
無
物
、
師
日
、
汝
亦
無
物
、
顛
日
、
既
無
物
即

真
物
、
師
日
、
真
物
不
可
得
、
汝
心
見
量
意
旨
如
此
也
。
大
須
護
持
。
」

大
顛
の

「言
語
す
る
者
」
と

「揚
眉
動
目
」
は
馬
祖
の
言
葉
で
あ
る
。

大
顛
は
石
頭
に
出
会
う
前
に
、
馬
祖
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

「言
語
す
る
者
」
に

つ
い
て
、
馬
祖
は
、

「馬
祖
大
師
云
、
汝
若
欲
識
心
、
祇
今
語
言
、
即
是
汝
心
。
喚
此
心
作
仏
、
亦
是
実
相
法
身
仏
、
亦
名
為
道
。
」
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と

あ

る

よ
う

に

、

今

話

し

て

い
る

そ

の

こ
と

が

、

汝

の

心

そ

の
も

の

で
あ

る

と

い

い
、

そ

し

て
、

此

の

心

を

仏

と

作

し

、

さ

ら

に
、

実

相

法

身

仏

で
あ

り

、

道

で
あ

る

と

い
う

。

　

ま
た
、
馬
祖
は
、

「長
在
法
性
三
昧
中
、
着
衣
喫
飲
、
言
談
祇
対
六
根
運
用
、

一
切
施
為
、
尽
是
法
性
」

一
切
の
衆
生
は
、
永
遠
の
昔
よ
り
こ
の
か
た
、
法
性
三
昧
よ
り
出
る
こ
と
な
く
、
常
に
法
性
三
昧
の
中
に
あ

っ
て
、
着
衣
喫
飯
し
、
言

談
を
交
わ
し
て
い
る
。
六
根
の
運
用
や
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
全

て
法
性
で
あ
る
。
と
も
い

っ
て
い
る
。

『血
脈
論
』
ゆ

「仏
是
西
国
語
、
此
土
云
覚
性
、
覚
者
霊
覚
応
機
接
物
、
揚
眉
瞬
目
、
運
手
動
足
。
皆
是
自
己
霊
覚
之
性
、
性
即

是
心
、
心
即
是
仏
、

仏
即
是
道
。
道
即
是
禅
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
揚
眉
瞬
目
は
達
摩
の
思
想
に
も
み
え
る
も
の
で
あ
り
、
馬
祖
の
思
想
に
と
り
込
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
馬
祖
は
、

「今
見
聞
覚
知
、
元
是
汝
本
性
、
亦
名
本
心
、
更
不
離
此
心
別
有
仏
、
此
心
本
有
今
有
、
不
仮
造
作
本
浄
今
浄
、

不
待
宝
拭
」

に
お
い
て
も
、
見
聞
覚
知

の
働
き
そ
の
ま
ま
が
、
汝
の
本
性
、
ま
た
は
、
本
心
で
あ
り
、
こ
の
心
と
は
別
に
仏
は
な
く
、
本
か
ら
あ
り
、

今
も
あ
り
、
も
と
も
と
清
浄
で
あ
り
、
今
も
清
浄

で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
南
陽
彗
忠

(?
1
七
七
三
)
は
、
「法
離
見
聞
覚
知
行
見
聞
覚
知
是
則
見
聞
覚
知
非
求
法
也
。」

と
、
見
聞
覚
知
は
法
を
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、
若
し
、
見
聞
覚
知
を
行
ず
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
た
だ
の
見
聞
覚
知
で
あ

っ
て
、
法

を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。

さ
ら
に
、
達
摩

の
撰
と
さ
れ
る

『無
心
論
』
に
は
、

　

「只
だ
是
れ
見
聞
覚
知
す
る
、
即
ち
是
れ
無
心
な
り
、
何
処
に
か
、
更
に
、
見
聞
覚
知
を
離
れ

て
無
心
有
ら
ん
。
」
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と
し
、

「無
心
」
を
媒
介
と
し
て
、
見
聞
覚
知
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

馬
祖
は

「無
心
」
を
い
わ
ず
、
生
き
て
働
く
日
常
の
心
の
見
聞
覚
知
を
そ
の
ま
ま
本
来
心
の
作
用
と
し
て
肯
定

し
よ
う
と
す
る
。

そ
こ
に
、
馬
祖

の
本
領
が
あ
る
の
だ
が
、
本
来
性
と
現
象
性
を
弟
子
の
中
に
は
、
安
易
に
混
同
し
、
誤
解
を
生
む
結
果
と
な
り
や
す
か

っ

た
。そ

こ
で
、
南
陽
慧
忠
や
石
頭
の
批
判
と
な

っ
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

馬
祖
の

「本
有
今
有
」
の
発
想
は
、
現
実
肯
定
の
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
十
字
街
頭
に
あ

っ
て
、
機
根
の
違
う
種
々
雑
多

の
民
衆
を
相
手
に
教
化
す
る
た
め
に
は
、
日
常
生

活
そ
の
も
の
が
、
修
行

の

場

で
あ
り
、
揚
眉
動
目
し
、
見
聞
覚
知
を
認
め
、
言
語
を
武
器
と
し
て
接
化
に
努
め
よ
う
と
し
た
馬
祖
に
と

っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
立

場

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、

「般
若
の
智
恵
」
を
主
体
と
し
、
山
居
修
行
を
中
心
と
し
、
純

一
の
禅
を
求
め
る
石
頭
に
と

っ
て
は
、

「師
有
時
、
垂
語
日
、
言
語
動
用
勿
交
渉
。
薬
山
日
、
不
言
語
動
用
亦
勿
交
渉
。
師
日
、
遮
断
裏
針
剤
不
入
。
山
日
、
遮
裏
如
石
上
栽

　

華
。
」

の
よ
う
に
、
石
頭
は
、
大
顛

の
み
で
な
く
、
薬
山
惟
綴

(七
四
四
-
八
二
七
)
に
対
し
て
も
、
見
聞
覚
知
や
揚

眉
動
目
の
除
去
を
悟
ら

せ

て
い
る
。

招
提
慧
朗

(七
三
八
ー

八
二
〇
)
丹
霞
天
然

(七
三
九
-
八
二
四
)
天
皇
道
悟

(七
四
八
-

八
〇
七
)
等
に
も
同
様
の
態
度
を
示
し
て

い
る
。

馬
祖
の
絶
対
肯
定
の
立
場
に
対
し
て
、
絶
対
否
定
の
立
場
に
立
ち
、
馬
祖

の

「本
有
今
有
」
に
対
し
て

石
頭
は

「本
無
今
無
」
の
立
場
に
立

つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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六

両
者
の
交
流

　

「郵
隠
峰
辞
祖
。
祖
日
、
甚
処
去
。
云
、
石
頭
去
。
祖
日
、
石
頭
路
滑
。」

郵
隠
峯
は
、
馬
祖
か
ら
離
れ

て
石
頭
の
所

へ
行
こ
う
と
し
た
と
き
、
馬
祖
、
「石
頭
路
滑
」
と
い
っ
た
。

こ
れ
は
、
馬
祖
が
石
頭
に
関
し
て
、
そ
の
家
風
を
よ
く
知

っ
て
い
た
か
ら
の
発
言
で
あ
る
。

「薬
山
惟
傲
禅
師
、
初
参
石
頭
便
問
、
三
乗
十
二
分
教
、
某
甲
粗
知
、
常
聞
南
方
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
。
実
未

明
了
。
伏
望
和
尚
慈

悲

指
示
。
頭
日
、
急
麿
也
不
得
、
不
急
麿
也
不
得
、
急
麿
不
慈
慶
総
不
得
、
子
作
慶
生
。
山
岡
措
。
頭
日
、
子
因
縁
下
在
此
、
目
往
馬

　

大
師
処
去
。」

薬
山
は
、
三
乗
十
二
分
教
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
知

っ
て
い
る
が
、
南
方

の
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
に

つ
い
て
は
ま
だ
明
了
し
て
い
な
い
。

そ
の
こ
と
に

つ
い
て
石
頭
に
教
え
を
乞
う
た
が
、
石
頭
は
、
そ
の
件
に
関
し
て
は
、
馬
祖
の
所

へ
行
き
な
さ

い
と
い
う
よ
う
に
馬
祖
の
状

況
を
知

っ
た
上
で
、
馬
祖

の
所

へ
行
く
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
五
洩
霊
黙
、
丹
霞
天
然
等
も
馬
祖
を
尋
ね
て
か
ら
、
馬
祖
の
指
示
で
石
頭
の
方

へ
行

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
弟
子
は
自
由
に
師
を
選
ん
で
、
そ
の
も
と

へ
行
き
、
師
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
弟
子
を
通
し
て
お

互
い
の
気
風
を
理
解

し
、
弟
子
を
そ
の
気
風
の
合

っ
た
所

へ
振
り
向
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
未
だ
派
閥
的
な
偏
狭
性
は
な
く
、
開
放
的
で
あ
り
、
禅
が
盛
大
に
な
る
要
因
と
も
な

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

七

石
頭
と
馬
祖
の
個
性ゆ

『祖
堂
集
』

仰
山
章
に

「汝
等
諸
人
各
自
廻
光
返
顧
莫
記
吾
語
吾
敏
心汝
無
始
噴
却
来
皆
明
投
暗
遂
妄
根
深
卒
難
頓
抜
所
以
假
設
方
便
奪
汝
諸
人
塵
劫
来
鹿
識
如

将
黄
菜
止
暗
亦
如
人
将
百
種
貨
物
雑
渾
金
宝

一
鋪
貨
売
祇
擬
軽
重
来
機
所
以
道
石
頭
是
真
金
鋪
我
者
裏
是
雑
貨
鋪
有
人
来
覚
雑
貨
則
我
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亦
拮
他
与
来
覚
真
金
我
亦
与
他
」

雑
貨
鋪
と
は
、
種
炬
雑
多

の
商
品
、
即
ち
玉
石
混
清
の
大
衆
を
相
手
に
、
方
便
を
駆
使
し
な
が
ら
都
市
に
お

い
て
教
化
に
つ
と
め
た
馬

祖
の
宗
派
を
指
し
、

真
金
鋪
と
は
、
俗
界
を
離
れ
、

一
個
半
個
の
弟
子
を
中
心
に
純

一
に
禅

の
伝
灯
を
守
り
ぬ
こ
う
と
す
る
石
頭

の
宗
派
を
比
喩
し
た
も
の

で
あ
る
が
、

ゆ

『祖
堂
集
』

道
吾
章
に
は

「有

一
日
造
書
書
上
説
石
頭
是
真
金
鋪
江
西
是
雑
貨
鋪
師
兄
在
被
中
堕
根
作
什
麿
千
万
千
万
速
来
速
来
」

と
あ
る
よ
う
に
、
真
金
鋪
と
雑
貨
鋪
の
概
念
を
個
性
の
相
異
と
見
な

い
で
、
真
金
鋪
の
方
が
優
れ
る
と
み
る
優
劣
比
較
の
対
象
と
さ
れ

た
例
も
み
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
石
頭
と
馬
祖
と
の
思
想
的
異
同
に

つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
そ
の
異
同
の
根
底
に
個
性
の
相
異

と
い
う
要
素
も
か
な
り
の

比
重
を
も

つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

馬
祖
の
場
合
は
、
種
々
雑
多

の
個
性
の
集
合
で

一
概
に
規
制
で
き
な

い
が
、
石
頭

の
場
合
は
、
同
じ
よ
う
な
個
性
の
集
合
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
石
頭
と
馬
祖

の
個
性
に
関
し
て
、
研
究
方
法
の
視
点
を
変
え

て
、
性
格
心
理
学
、
特
に
、
ク
レ
ッ
チ

マ
ー

(
一
八
八
八
ー

一

九
六
四
)
の
性
格
類
型
の
理
論
を
適
用
し
て
み
た
い
。

ク
レ
ッ
チ

マ
ー
の

「体
格
と
性
格
類
型
」
に
よ
る
と
、

細
長
型
の
体
型
は
、
分
裂
性
ま
た
は
内
閉
性
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
型
に
属
す
る
と
仮
定
で
き
る
。

内
閉
性
気
質
は
、
自
ら
を
閉
ざ
し
、
自
分
の
世
界
に
と
じ
こ
も

っ
て
孤
独
に
ひ
た
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
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ひ
ど
く
弱
く
て
過
敏

で
感
じ
や
す
く
、
朝
か
ら
夜
ま
で
緊
張
し

つ
づ
け
、
衣
服
、
礼
儀
作
法
、
食
物
、
調
度
に

い
た
る
ま
で
ゆ
き
と
ど

き
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
他
人
に
は
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
冷
た
さ
が
あ
る
。

肥
満
型
の
体
型
は
、
躁
欝
性
ま
た
は
同
調
性
が
あ
り
、
馬
祖
は
、
「容
貌
奇
異
、
牛
行
虎
視
」
と
あ
り
、
ま
た
馬
祖

の
想
像
画
か
ら
判
断

す
る
と
、
こ
の
型
に
属
す
る
と
仮
定
で
き
る
。

同
調
性
気
質
は
、
躁
状
態
と
欝
状
態
が
反
覆
す
る
性
格
を

い
い
、
軽
躁
状
態

の
人
は
、
し
ば
し
ば
社
会
的
に
成
功

し
て
い
る
。
会
合
で

は
、
よ
く
発
言
し
、
す
ば
や
く
動
議
を
提
出
し
た
り
す
る
。

軽
躁
的
な
性
格
は
、
社
交
性
、
善
良
、
親
切
、
譜
誰
、
活
発
、
性
急
さ
が
み
ら
れ
る

一
方
、
欝
状
態

の
静
か
さ
、

一
見
重
苦
し
い
感
じ
、

温
和
と
い
う
も
の
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
性
格
類
型
は
、
石
頭
や
馬
祖
の
語
録

の
表
現
に
み
ら
れ
る

一
場
面
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。

例
え
ば
、
石
頭
の
場
合
、
南
岳
の
石
頭
上

で
、
孤
独
に
耐
え
、
人
を
安
易
に
寄
せ
つ
け
な
い
厳
し
さ
が
み
ら
れ
、
あ
る
僧
が
訪
れ
て
も
、

即
座
に
相
手
の
機
根
を
察
知
し
て
、
判
断
を
下
す
緊
張
感
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

馬
祖
の
場
合
は
、
多
く
の
弟
子
を
相
手
に
、
対
機
説
法
を
な
し
、
相
手
を
包
み
込
む
よ
う
な
お
お
ら
か
さ
が
感

じ
ら
れ
る
。

ク

レ
ッ
チ
マ
ー
の

「体
格
と
性
格
類
型
」
の
理
論
は
、
古
典
的

で
信
頼
度
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
石
頭
と
馬
祖

の
性
格
を
考
え
る
上
で
、

一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

禅
学
と
心
理
学
は
、
学
問
の
目
的
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
性
格
理
解

へ
の
補
助
的
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

も
、
学
際
的
手
法
と

し
て
今
後
の
課
題
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

類
型
的
に
類
推
す
る
と
、
石
頭
と
馬
祖
の
同
世
代

の
詩
人
、
杜
甫
と
石
頭
に
、
李
白
は
馬
祖
に
類
似
の
傾
向
が
み
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
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ま
と
め

石
頭
と
馬
祖
の
思
想
的
異
同
に
つ
い
て
、
語
録
を
も
と
に
述

べ
て
き
た
が
、
両
者
は
、
ほ
ぼ
同
世
代
に
生
き

、
社
会
的
状
況
を
共
有
し

て
生
き
て
き
て
お
り
、
達
摩
、
恵
能

の
南
宗
禅

の
系
統
で
成
長
し
、
恵
能

の
無
念
、
無
想
、
無
住

の
禅

の
共
通

の
基
盤
に
立
ち
、
経
典
中

心
の
禅
か
ら
実
践
中
心
の
禅

へ
と
、
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
中
国
仏
教

へ
の
脱
皮
を
試
み
、
示
衆
に
お
い
て
は
、
大
衆

へ
の
権
威
づ
け
も
あ
り
、

経
典
か
ら
の
引
用
を
適
当
に
行
な

い
、
両
者
の
間
に
多
く
の
共
通
点
が
み
ら
れ
た
。

逆
に
、
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
み
る
と
、

石
頭
の
絶
対
否
定
と
現
実
の
生
活
を
空
と
み
る
こ
と
で
あ
り
、

馬
祖
は
、
絶
対
肯
定
と
現
実
そ
の
も
の
を
禅
と
み
る
こ
と
で
あ
る
。

圭
峰
宗
密

(七
八
〇
1

八
四

一
)
に
よ
る
と
、
石
頭
の
絶
対
否
定
の
立
場
は
、
三
論
宗

の
般
若
主
義
か
ら
、
牛
頭
宗
の
混
絶
無
寄
宗
の

範
時
に
含
ま
れ
る
。

即
ち
、
す
べ
て
を
空
じ
た
絶
対
否
定
で
あ
り
、
馬
祖
の
洪
州
宗
、
荷
沢
宗
、
天
台
宗
等
も
、
般
若
三
論
の
背
景
を
も

っ
て
い
る
が
、
単

に
絶
対
否
定
の
み
に
留
ま
ら
な
か

っ
た
点
が
異
な
る
。

そ
の
相
違
点
の

一
つ
と
し
て
、
不
会
仏
法
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
れ
は
、
達
摩
が
梁
の
武
帝
に
対
面
し
た
と
き
の

「不
識
」

の
立
場
に

通
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　

『宝
林
伝
』
に
よ
る
と
、

「宝
志
日

王
錐
遇
而
不
遇
也
」

と
あ
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
い
て
も
、
そ
の
心
は
別
の
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
。

ま
た
・
『寒
山
詩
』
ゆ

「嵯
乎
、
之
を
見
れ
ど
も
見
え
ず
、
之
に
逢
え
ど
も
遇
わ
ず
、
今
も
古
え
も
、
之
を
梅
み
、
之
を
恨
む
」
と
あ
る
。
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た
と
え
、
対
面
し
て
い
て
も
、
心
の
通
じ
な
い
も
の
は
、
否
定
す
る
態
度
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
馬
祖
は
、

「不
会
之
心
即
仏
性
」

と
、
不
会

の
心
を
こ
こ

へ
も
ち
出
し
な
さ
い
と
い
う

「安
心
」
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。

　

臨
済
の

「相
逢
不
相
識
共
語
不
知
名
」

と
あ
る
よ
う
に
、
出
会

っ
て
い
て
も
、
相
手
の
顔
は
見
覚
え
な
く
、
話
し
合

っ
て
も
相
手
の
名
も
知
ら
ず
、
対
話
と
い
う
だ
け
で
充
足

し
た
気
分
に
な
る
と
い
う
、
「安
心
」
と
か

「無
事
」
と

い
う
か
、
日
常
性
に
生
き
る
安
堵
感
が
示
さ
れ

て
い
る
。

石
頭
の

「無
心
」
的
な
も
の
と
、
馬
祖
の

「無
事
」
的
な
も
の
の
相
異
と
も
う
け
と
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
大
き
な
相
違
点
は
、
石
頭
が
、
「見
聞
覚
知
」
や

「揚
眉
動
目
」
を
大
顛
や
他
の
弟
子
た
ち
に
除
却
せ
よ
と
迫

っ
た

こ
と
で
あ

り
、一

方
の
馬
祖
に
と

っ
て
は
、
「見
聞
覚
知
」
や

「揚
眉
動
目
」
は
、
日
常
生
活
さ

の
も
の
で
あ
り
、
日
常
生
活
そ
の
も
の
を
道
と
ま
で
い
っ

て
い
る
。

そ
こ
に
両
者
の
相
異
的
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
相
異
的
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、

石
頭
に
あ

っ
て
は
、
三
論
宗
の
破
邪
顕
正
、
八
不
中
道
、
真
俗
二
諦
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
、
中
道
は
、
言
亡
慮
絶
で
あ

っ
て
、
相
対
的

言
教
を
も

っ
て
は
説
き
得
な
い
。
し
か
し
、
衆
生
教
化
の
た
め
に
は
、
仮
に
方
便
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

石
頭
に
と

っ
て
は
、
言
教
を
方
便
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
よ
う
と
し
、

馬
祖
に
と

っ
て
は
、
言
教
を
方
便
と
し
て
有
効
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
。
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石
頭
の
否
定
的
態
度
と
、
馬
祖
の
肯
定
的
態
度
に
つ
い
て
論
及
し
て
き
た
が
、
石
頭
の
山
居
型
の
立
場
と
馬
祖
の
都
市
型

の
立
場
に
お

い
て
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
状
況
に
応
じ
、

一
種
の
方
便
と
し
て
、
石
頭
は
否
定
的
態
度
を
と
り
、
馬
祖
は
肯
定

的
態
度
を
と
ら
ざ
る
を
え

な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

石
頭
と
馬
祖
と
の
比
較
に
お
い
て
両
者

の
思
想
の
相
違
点
を
み
つ
け
る
こ
と
に
執
着
し
た
き
ら
い
が
あ
り
、
紋
切
型
に
両
者
の
思
想
傾

向
を
決
定
づ
け
る
こ
こ
と
は
真
実
か
ら
遠
ざ
か
る
危
険
も
感
ぜ
ら
れ
る
。
語
録
を
通
し
て
見
ら
れ
る
相
異
点
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
で

あ
り
、
更
に
真
実
に
近
い
実
体
を
求
め
て
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
今
後
追
求
す
べ
き
問
題
点
を
あ
げ
る
。

柳
田
聖
山
教
授
に
よ
る
と
、
唐
末
か
ら
宋
に
か
け
て
、
教
団
間
の
勢
力
争

い
が
み
ら
れ
、
石
頭
は
、
静
居
七
祖

説
に
よ
る
恵
能

・
青
原

・

石
頭
系
と
し
て
、
馬
祖
は
、
『宝
林
伝
』
を
主
と
し
た
恵
能

・
南
岳

・
馬
祖
系
と
し
て
歴
史
的
要
請
に
よ
る
記
述
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ

　

て
い
る
。

石
頭
の
絶
対
否
定
、
馬
祖
の
絶
対
肯
定

の
立
場
も
そ
の
よ
う
な
状
況
が
左
右
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

石
頭
と
馬
祖
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
両
者
が
お
互
い
に
交
流
し
あ

っ
て
い
た
時
代
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

石
頭
や
馬
祖
と
の
同
世
代
に
属
す
る
人
々
、
保
唐
無
住

(七

一
四
ー
七
七
四
)

南
陽
彗
忠

(?

1
七
七
五
)
径
山
法
欽

(七

一
四

-
七
九
二
)
寵
居
士

(?
ー

八
〇
八
)
等
と
の
交
流

の
語
録
や
荷
沢
神
会

(六
七
〇
ー
七
六
二
)
の
思
想
と

の
関
連
を
追
求
す
る
必
要
を

感
じ
る
。

ま
た
、
当
時
の
文
人
王
維

(七
〇

一
-
七
六

一
)
李
白

(七
〇

一
-
七
六

一
)

杜
甫

(七

一
ニ
ー
七
七
〇
)
と
の
交
流
の
有
無
、
そ

の
他
節
度
使
等
役
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
の
追
求
の
必
要
を
感
じ
る
。

石
頭
が
青
原
和
尚
示
寂
後
、
道
場
と
し
た
南
岳
に
つ
い
て
も
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

南
岳
は
、
漢
の
武
帝
以
後
、
五
岳
の
観
念
が
明
確
と
な
り
、
南
岳
衡
山
と
し
て
漢
民
族
の
信
仰
の
対
象
と
な

っ
た
山
で
、
宗
教
的
な
遺



89石 頭の思想 一馬祖 との対比において一

跡

の
多

い
所
で
あ
る
。

南
岳
懐
譲
以
前
に
は
南
岳
彗
思

の
道
場
も
あ
り
、
石
頭
や
馬
祖

の
住
し
た
場
所
で
あ
り
、

い
わ
ば
、
中
国
禅

の
胎
動
の
役
割
を
果
た
し

た

場
所
と
し
て
、
よ
り
く
わ
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
柳
田
聖
山
教
授
の
最
終
講
義
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
戦
後
、
敦
燈
文
献
の
発
掘
に
よ
り
初
期
禅
宗
史
の
研

究

が
急
速
に
発
展
し
、
戦
前

の
認
識
を
変
革
さ
せ
る
ほ
ど
の
成
果
が
み
ら
れ
た
が
、
短
期
間
に
多
く
の
資
料
が
続
出
し
た
た
め
、
十
分
に

消
化
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
、
詳
細
に
検
討
を
必
要
と
し
、
そ
の
作
業
を
通
し
て
、
東
山
法
門
を
み
な
お
す

べ
き
で
あ
り
、
僧

稠

の

『大
乗
心
行
論
』

伝
大
士
の

『
心
王
銘
』

仏
窟
惟
則
の

『無
生
義
』
に
注
目
さ
れ
、
石
頭
や
馬
祖
の
思
想
形
成
に
も
関
連
す
る

と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

以
上
、
今
後
の
課
題
を
広
範
囲
に
述
べ
た
が
、
自
分
に
可
能
な
範
囲
で
研
究
に
努
め
た
い
。

訳

註

①

『景

徳
伝

灯
録

』
巻

六
馬

祖
章

の
割

注
。

中
文
出

版
社

、

一
九

八

四
年

、

一
〇

四
頁
。

②

大

正

四
五
、

一
六

一
㈹
。

③

大

正

四
五
、

一
五

九
中
～

的
。

④

平

井
俊

榮

『中

国
般

若
思

想
史

研
究

』
春

秋
社

一
九

七
六

、

一
三
〇

頁
。

⑤

大

正

四
五
、

一
五

一
ω
。

⑥

大
正

四
五
、

一
五
四
㈲

。

⑦

柳

田
聖

山

『絶

観

論
と

そ

の
時

代

』
東
方

学
報

、
第

五

二
冊
、

一
九

八
〇

、

三
八

四
頁
。

⑧

鈴

木
大

拙
全
集

三
巻
岩

波
書
店

一
九

六
八

、

=
二
〇

頁
。

⑨

杜
甫

「秋
興

」
松

枝
茂

夫
編

『
中

国
名
詩

選

』
㈲

岩
波

文
庫

、

一
九

八
四
、

三

八

一
頁

。
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⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩

『祖
堂

集

』
、
中

文
出
版

社

、

一
九
八

四
、

一
〇

七
頁

。

宇
井

伯
壽

『
禅
宗

史

研
究
』
、

一
九

三
九
、
岩

波
書

店

、

四

一
二
頁
。

大

正

二
四
、

一
〇
〇

三

㈲

入
谷
義

高

『
馬
祖

の
語
録
』
、
禅
文

化

研
究
所

、

一
九

八
三
、

三

二
頁
。

大
正

九
、

五
、
㈲

。

前

出
①

『伝

灯
録

』
、

八
六

頁
。

前

出
⑬

『
馬
祖

の
語
録

』
、

一
七
頁

。

〃

一
九

三
頁
。

〃

三

二
頁
。

〃

一
九

頁
。

〃

一
八

四
頁

。

前

出
⑩

『祖
堂

集

』
、

三
六
頁

。

前

出
⑬

『
馬

祖

の
語
録
』
、
序

三
頁
。

前

出
⑩

『
祖
堂

集

』
、

三
七
頁
。

前

出
⑬

『
馬
祖

の
語
録
』
、

一
九

八

頁
。

〃

二
四
頁

。

大

正

四
八
、
諸

宗
部

五
、

小
室

六
門

、

血

脈
論
、

三
七
五
頁

。

前
出
⑬

『
馬
祖

の
語
録

』
、

一
九

八
頁

。

前
出
①

『
伝
灯

録
』
、

一
七

〇
頁

。

柳

田
聖
山

『
禅

語
録
』

中

央
公

論
社

、

一
九
七

四
、

八

一
頁
。

前
出
①

『
伝
灯

録
』
、
巻

十

四
、

三
六

四
頁
。
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⑱ ⑳ ⑯ ⑳ ⑭ ⑳ ⑫ ⑳

前

出
⑬

『
馬
祖

の
語
録

』
、

七

三
頁
。

〃

一
〇
七

頁
。

前
出
⑩

『祖

堂
集

』
、

一三
二
九
頁

。

〃

八

八
頁

『
宝
林

伝

』
柳

田
聖

山
編
、

中
文

出
版

社
、

一
九
八

三
、

=

二
三
頁
。

『
寒

山
詩

』

入
谷
仙
介

、
筑

摩
書

房

、

一
九

七

〇
、

二

二
六
頁
。

秋
月
龍

混

『
臨
済

録

』
、
筑

摩
書

房
、

一
九

七

二
、

一
二

一
頁
。

柳

田
聖
山

『
初
期

禅
宗

史
書

の
研
究

』
禅
文

化

研
究
所

、

一
九
六

七
、

四

一
五
～

六
頁

。


